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［32］　オ
ー

トク レ ー プ養生 シ リカ フ ユ
ー ム コ ン ク リー トへ の

　　　　ポ リマ ー 含浸

正 会 員 　 O 大 　 浜 　 嘉 　 彦 　 （日 本 大 学 工 学 部 〉

正 会 員 　 村 西 良 司 （日本 大 学 大 学 院 〉

　 1 ．は じ め に

　 7 エロ シ リ コ ン や 金 属 ケ イ 素 な ど を 製 造 す る 際 に h 多 量 の シ リ カ が 副 生 す る 。こ の 副 産 シ リ カ は 、シ リ カ フ “

一ム （ S ± 1 ⊥ ca 　 eurne ） と 呼 ぱ れ 、 微 細 な 球 状 粒 子 か ら な る 極 め て 活 性 な ボ ゾ ラ ン 材 料 で あ る Q 　そ の た め 、

最 近 s こ の シ リ カ フ ユー
ム の コ ン ク リ ート 用 混 和 材 と し て の 利 用 に 関 心 が 高 ま って い る 。 こ れ ま で に 、演 者 ら は 、

こ の シ リ カ フ z 一ム を 用 い た 高 強 度 コン ク リ
ー

ト 製 造 の た め の 最 適 製 造 条 件 及 び 養 生 方 法 を 見 い だ し 、 圧 縮 強 度

15 。。tp／、．

2
以 上 の 融 度 。〃

Tj −
・ の 製 造 に 成 功 し て ・・る ．

1）・2）
そ ・ で 、夲 研 究 は 、・ の 離 度 の オ ー・ ク ・

一ブ 養 生 シ リ カ フ ユーム コ ン ク リ ート への ボ V マ
ー

含 浸 に 当 っ て の 重 要 な 要 因 と な る 乾 燥 条 件 を 定 め 、　ポ リ マ
ー

含 浸 に よ り 圧 縮 強 度 25 。DkP／，。

2
以 上 の 超 高 離 ・ ン ク リ ート 艘 造 す る と 同 時 に 、 そ の 基 礎 的 性 状 を 明 ら か に す

る も の で あ る 0

　 2v 使 用 材 料
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表

一1　 シ リ カ フ ＝r ム の 化 学 成 分 及 び 物 理 的 性 質

　 （1）　 セ メ ン ト 及 び シ リ カ フ a 一
ム

　 セ メ ン ト に は 市 販 の 普 通 ボ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト

を 、シ リ カ フ e
一

ム に は フ ェロ シ リ コ ン を 製 造 す

る 際 に 副 生 す る シ リ カ 7 ＝一ム を 使用 し た 。シ リ

ヵ フ ＝一
ム の 化 学 成 分 及 び 物 理 的 性 質 を 表

一1 に

示 す 。

　   　 骨 　 材

　 骨 材 に は 、粗 骨 材 と し て LLI梨 県 初 狩 産 安 山 岩

砕 石 （粒 径 、5 〜20an ＞h 細 骨 材 と し て 福 島 県

阿 武 隈 川 産 川 砂 及 び か 焼 ボ
ーキ サ イ ト （粒 径 、

2 ．5mm 以 下 ） を 使 用 し た o 骨 材 の 諸 性 質 を 表 一

2 に 示 す 。

　 （5）　 減 水 剤

Che皿ical 　Composttions 　〔％）

ig．10SSs ユ02A1203Fe203CaOMgoNa20 区 20Tota 工

3．O 昼a ．91 ．62 ，40 ．50 ．8O ．321 ．699 ．33

Phy3iea ／　Properties

SpeclficGravi
ヒyBlalne

，
S　3pecific

Surfac9 　Area
　　　　〔c皿2〆9 〕

Particlo　」
Slze

　　〔幽 m ）

Size 　ofA9910merate

　　　〔μm ）

ParticleShape
閲oistL ミr已

Cont 巳nt

　　（紛

2．2⊥ 2 26016o ．工一〇 ．310 　−　 50Sphere1 ．6

表
一2 　 骨 材 の 性 質

Type 　of 洗9琶regateGrading

　〔mmlFineneSS
賊odu ．Lus3pecificGravity

凵aterAbso

叩
tion

　　　（％）

Qrgan1C

工皿puri しios

CoapseAg

呂regateHatsukariCru3hedAndesite5
−2G6 ．652 ．622 ．58 Ni1

Abukumagawa

Ri Ψer 　Sand
2．642 ．502 ．57 四工L

FineAggregateCalclnedBauxi

ヒe

く 2．52
．853 ．272 ．12 N且

　 減 水 剤 に は 、市 販 の ボ リ ァ ル キ ル ア リ ル ス ル ホ ン 酸 塩 系 高 性 能 減 水 剤 を 使 用 し た 。

　 c4）　 含 浸 材

　 含 浸 用 モ ／ マ
ー

に は 、： 工 SK6716 （メ タ ク リ ル 酸 メ チ ル ） に 規 定 す る メ タ ク リ ル 酸 メ チ ル モ ノ マ
ー

（MMA ）

を 、触 媒 に は 、過 酸 化 ベ ン ゾ イ ル の 50 ％ dlDaty ⊥ Pbtbalate ペ ー
ス ト （BPO ）、ヵ ップ リ ン グ 剤 に は 、♂

一
メ タ ク

リ ロキ シ プ ロ ビ ル ト リ メ ト キ シ シ ラ ン （S ユ lane ＞ を 使 甫 し た e

　 5 。試 験 方 法

　（1｝　基 材 コン ク リ
ー

ト の 作 製 　　　 表
一ろ 　 オ ーF ク レ ープ 養 生 シ リ カ フ ＝一

ム コ ン ク リ ー
ト の 調 合

　 表
一5 に 示 す 2 種 類 の 調 合 の

コ ン ク リ ート を 、Jls 　 A 　 1158

（試 験 室 に お け る コン ク リ
ー

ト

の 作 り 方 ） に 準 じ て 練 り 混 ぜ 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ngtei 　

骨
　wt ％　to　cement ・

JIS 　 A 　 1152 （コ ン ク リ ー
ト の

閏ix　Proportion 　by　Weigh 七　〔kg ／m3 ）
Water −
CementRatiol

知

S1 μmp

〔cm ）

AirCon

−
tent

｛％｝

Saηd一
直ggre

−
gateRabio

〔％｝

s 工 1ica

　F凵meConrtent

〔跖）
骨

胃 aもer −
ReduoingAg

已 ロ bContent

　　〔拓）骨

Uni し

WaterCon

−
tent
〔kg ／m3 ）

CemenSilicaFu
旧 eRlverSandFine

良ggregate
　　　　　Ca 工clned

　　　　　Bauxi 七eCo

己rsoAggregateWa 七er −
Reduclng
直gen 七

2，0 616
67213 、22702 ，748302

．O178660 工98
775

一125一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstitute

強 度 試 験 用 供 試 体 の 作 り 方 ） に 準 じ て 、圧 縮 及 び 引 張 強 度 試 験 用 供 試 体 を ・寸 法φ7・5 × 15em に ・ 曲 げ 強 度 試 蟄 用

供 試 体 を 、寸 法 6 × 6 × 24crmに 成 形 し、24 時 間 湿 空 養 生 （20dc 、80 ％R。H．〉 し た ワそ の 後 、 オ
ート ク レ ーヅ 養 生

（180eCs 　10kP／cur2　．＄ 時 間 保 持 ）を 行 い 、オ
ー

ト ク レ ープ 餐 生 シ リ カ フ ユーム コン ク V 一
ト を 作 製 L た 。更 に 、オ

ート ク レ ー・ブ 養 生 シ リ カ フ ユー
ム コ ン ク リ ート を 、150s　180 、 200 、 25D 及 ぴ 500

°
o で 慨 量 に な る ま で 乾 燥 した 後 、

常 温 （約 20 °G ＞ ま で 冷 却 し て 、基 材 ＝ン ク リ
ー

ト を 作 製 し た 。

　   　 ポ リ マ ー含 浸

　 基 材 コン ク リ
ー

ト を 1rm 　Hg 以 下 で 1 時 間 脱 気 し 、rnMA ：DP6 ：Si ユ ane ＝10 餅 2 ： 1 （重 量 比 〉 で 混 合 し た 含 澄 材 を 、

2　eOP／twu2 の 圧 力 下 で 1fi 時 間 含 浸 し 、そ の 儀 、9D
°
a の 熱 水 中 で 5 離 閼 熱 重 合 し て 、ポ リ v 一

含 浸 オ
ー

ト ク レ
ー

プ 養

生 （シ リ カ フ ；
一

ム ） コン ク リ
ー

ト （PIAC ） を 作 製 し 、供 試 体 と し た 。

　 な お 、引 張 及 び 曲 げ 強 度 試 験 用 供 試 蜘 ま 、t → ク レ ・一ブ 養 生 シ リ カ 7 ・一ム J ン ク リ ー　 ］t及 び 25 ゴ 。 で 乾 燥

し て 製 造 し た ポ リ マ ー含 浸 オ ーF ク レ
ー

プ 董 生 コン ク リ
ー F に つ い て の み 作 製 し た o

　 ｛3｝　 強 度 試 験

　 JlsA1182 　（t サ エ ス テ ル レ ジ ン コ ン ク リ
ー．

ト の 紙 縮 強 度 試 験 方 法 ） 、 」 エ sASI85 （ボ リ エ x テ ル レ ジ ン

コ ン ク リ
ー

ト の 引 張 強 度 試 験 方 法 ） 及 び JIS 彑 1184 （ボ C） エス テ ル レ ジ ン コ ン ク リ ート の 曲 げ 強 度 試 験 方 法 ）

に 準 じ て 、圧 縮 、引 張 及 び 曲 げ 強 度 試 験 を 行 っ た o 更 に s オ
ート ク レ ープ 養 生 シ リ カ フ n

一
ム コン ク リ

ー
ト 及 び

250
°
c で 乾 燥 し て 製 造 し た ポ リ マ

ー
含 浸 オ

ー
ト ク レ

ー
プ 養 生 」ン ク ウ

ーF に つ い て の み 圧 縮 強 度 試 験 時 に 、ワ イ

ヤ ス ト レ ィ ン ゲ ージ を 用 い て 、縦 ひ ず み 及 び 横 ひ ず み を 瀲 定 し 、弾 性 係 数 及 び ボ ア ソ ン 比 を 算 出 し た o

　 （4）　 細 孔 径 分 布 の 測 定

　 圧 縮 強 度 試 験 終 了 後 の 供 試 体 内 部 を 金 づ ち で 破 砕 し て ・粒 径 2 ．5 〜5 鯢 程 度 の 試 料 を 採 取 し た 。 採 取 し た 試料 を

ア セ ト ン で 洗 浄 し 、そ の 後 、D 一吐 ry 法 に よ って 処 理 し た 。処 哩 し た 試 料 の 細
．
孔 径 分 布 を 、細 孔 半 径 57 ．5〜

　 　 　 　 φ

75000A の 範 囲 に つ い て 、水 銀 ボ ロ シ メ
ー

タ
ー

で 測 定 し た 0

　 4 ．試 験 結 果 及 び 考 察

　 乾 燥 温 度 と 基 材 コ ン ク リ ート の 乾 燥 後 の 空 げ き 率 及 び ポ リ マ ー充

て ん 率 の 饑 係 を 図 一1 に 示 す o な お 、乾 燥 後 の 空 げ き 率 及 び ボ リ vr　一

充 て ん 率 は 坎 式 に よ り 算 晦 し た o

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
WA −

　WD

　 　 　 乾 燥 後 の 空 げ き 率 （v 鳳 ％ 〉
＝　 　 　 　 　 　 × 100

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 PLV ●Ψ
．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 糧
一 w

覃

　　　
「k
’
　 ：J マ ー充 て ん 剰 v ° ユ ％ 〉 ”

　 ・
、
，　’VX1

° °

　
こ こ に 、　 WA ：t 一ト ク レ ープ 養 生 後 の 炭 試 体 重 量 （9 ）

　 　 　 　 　 　 Wp ；乾 燥 畿 の 供 試 瘁 重 量 （9 ）

　 　 　 　 　 　 We ；重 含 簑 の 供 試 体 重 量 （9 ）

　　　　　　 V 濮 試 体 の 容 積 （。冊5
＞

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 躑
一1

　 　 　 　 　 　 恥 1 ；水 の 比 壷

　 　 　 　 　 　 P
？

：ポ リ マ
ー

の 比 重 （  G 。19 ）
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　 　 　 Drying 　Temperature 　【
DC

，

乾 燥 温 度 と 基 材 コ ン ク リ
ー

ト の 乾 燥 後 の

空 げ き 率 と ポ リ マ
ー

充 て ん 率 の 闘 係

　 細 骨 材 に 訓 砂 、か 焼 ボ ーキ サ イ ト の い ず れ を 用 い た 場 合 に お い て も 、乾 嫌 温 度 の 上 昇 に 伴 っ て 、乾 燥 後 の 空 げ

き 率 及 び ポ リ マ
ー

充 て ん 雍 は 増 加 す る 。
一

方 h 乾 燥 温 度 に か か r） ら ず 、細 骨 材 に 川 砂 を 用 い た 基 材 コン ク リ
ー

ト

の 乾 燥 後 の 空 げ き 率 は s か 焼 ボ ーキ サ イ ト を 用 い た 場 合 の そ れ に 比 べ 、大 き な 値 を 与 え る e し か し 、細 骨 材 に か

焼 ボ ーキ サ イ ト を 用 い た 場 合 の ポ リ マ
ー

充 て ん 率 は 、川 砂 を 用 い た 場 合 の そ れ に 比
ぺ て 高い 。 こ の こ と か ら 、 細

骨 材 に か 焼 ボ ーキ サ イ ト を 用 い た 基 材 コ ン ク リ ート は 、川 砂 を 用 い た 塲 合 の そ れ に 比 較 し て 、よ リ ボ ワ マ ーが 含

浸 し や す い 組 繊 構 造 を 有 す る も の と 推 察 さ れ る 。

一126一
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　 図 一2 に 、乾 燥 温 度 と 基 材 コ ン ク リ
ー

ト 及 び ポ リ マ
ー

含 浸 オ ー
ト

ク レ
ープ 養 生 コ ン ク リ

ー
ト の 圧 縮 強 度 の 関 係 を 示 す 。

　 細 骨 材 に 川 砂 、か 焼 ボ ー
キ サ イ ト の い ず れ を 胆 い た 場 合 に お い て

も 、乾 燥 温 度 の 上 昇 に 伴 って 、そ の 基 材 コ ン ク リ ート の 圧 縮 強 度 は

低 下 す る 0150
“
c 　程 度 の 乾 燥 に お い て は 、セ メ ン ト ゲ ル の コn イ

ド 粒 子 間 フ 7 ン デ ル ワ
ー

ル ス 結 合 の 部 分 に 介 在 し て い る 水 か 乾 燥 に

よ り 消 失 す る こ と に よ って s 基 材 コ ン ク リ
ー

ト の 強 度 は 増 大 す る が、

そ れ 以 上 の 温 度 で 乾 燥 を 行 う と 、熱 膨 張 率 の 柑 違 に よ る マ ト リ ッ ク

ス と 骨 材 界 面 の 付 着 力 の 低 下 、結 合 水 の 離 脱 及 び 微 細 ひ び 割 れ の 発

生 な ど に よ っ て 、こ れ ら の 強 度 は 低 下 す る も の と 考 え る 。 乾 燥 温 度

の 差 異 に か か わ ら ず 、細 骨 材 に か 焼 ボ ーキ サ イ ト を 用 い た 甚 材 コン

ク リ
ー

ト の 圧 縮 強 度 は 、川 砂 を 用 い た 場 合 の そ れ に 比 べ て 大 き い 。

こ れ は 、か 焼 ボ ー
キ サ イ ト を 細 骨 材 と し て 使 用 す る こ と に よ り 、耐

熟 性 に 優 れ る ム ラ イ ト 及 ぴ コラ ン ダ ム が 生 成 さ れ る た め 、そ の オ ー

ト ク レ ープ 養 生 シ リ カ フ ＝一ム コ ン ク リ ー
ト の 耐 熱 性 が 向 上 す る こ
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図
一2

　 150　　　200 　　　 250 　　　300

　 DrJin 弓 Temperature 　｛
°
C　♪

乾 燥 温 度 と 基 材 コ ン ク リ
ー

ト 及 び

ポ リ マ ー含 浸 オ ー
ト ク レ

ー
プ 養 生

コン ク リ
ー

ト の 圧 縮 強 度 の 関 係

と に 起 因 す る も の と 推 察 さ れ る 。 細 骨 材 に 川 砂 を 用 い た ポ リ マー
含 浸 オ

ー
ト ク レ

ー
プ 聲 生 コン ク

IJ一
ト は 、基 材

コ ン ク リ ー
ト の 乾 燥 温 度 200

’
e で 、最 高 圧 縮 強 度 2580 樽／ en 　

2
を 与 え る 。し か し 、250ec で 乾 燥 し た 場 合 の そ れ

は 、2540kp ／ on2 と 同 じ で あ り 、又 、乾 燥 温 度 2DO
“
o に 比 べ て 乾 燥 時 闘 が 約 半 分 で 済 む こ と か ら 、 250

’
e で 乾 燥

す る こ と が 望 ま し い 。 細 骨 材 に か 焼 ボ ーキ サ イ ト を 用 い た ポ リ マー
含 浸 オ

ー
ト ク レ

ー
プ 養 生 コン ク リ

ー
ト は 、乾

燥 温 度 250
°
c で 、最 高 圧 縮 強 度 2650 κy ／cm 　2 を 与 え る 。

　250 ℃ で 乾 燥 し た 基 材 コ ン ク
1
丿
一

ト 及 び ポ リ マー
含 醍 オ

ー
ト ク レ

ー
プ 養 生 コ ン ク リ

ー
ト の 細 孔 径 分 布 を 図 一3

に 示 す 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10．

　 細 骨 材 に 川 砂 、か 焼 ボ
ー

キ サ イ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8．
ト の い ず れ を 用 い た 場 合 で も 、・te 辿
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

n

∈

リ マ
ー

を aza す る こ と に SD 多 く tV…

の 細 孔 が 充 て ん さ れ 、全 細 孔 容 積 翼

は 、 6 。
〜8 。 ％皺 減 少 す る 。 又 、 晝

4 ’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

基 材 ・
ン ク 1ト ト の よ う な 細 孔 半 さ 、．

　　　　　　　　　　　　　　　至
径 の 差 異 に よ る 細 孔 容 積 の 著 し い

差 は な く な D 、各 細 孔 半 径 の 細 孔

容 積 は ほ ぼ 同 程 度 に な る ロこ の こ

と か ら 、本 研 究 の 範 囲 で は 、ポ リ

　　　　　　　　　　　　　リ
マ
ー

含 浸 を 行 う と 、半 径 57 ．5A 以

10 ．o

08

06

〔
・。

丶

雅
3
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Q
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Φ
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』
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 卩　 ” 　マ　 可 　門　n 　o 　o 　c 　 o 　o 　o 　o 　o
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 卜 　 OP　頃 　 H 制 　寸 　卜 　 可 　マ 　o 　Ut　O 　o 　o 　o 　 　 　 　 　 　 　 　 卜 口 　Ut 　→　四　可　Pt 　9 　可　冊　の 　O 　O 　o 　o
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Pt 　胃　Pt 　 　 　 　 　 　 　 【創　マ　Pt 　可　可 　の　頃　 　 　 　 　 　 　の 9 　卜 　 　 　 　 　 　 　 肖　刊 　St 　ト 　マ 　9 　aり　LO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”，　ぐ　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pt 　9 　ト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P。 。 。 R。di。。 禽 　 　 　 　 　 　 　 　 P。。。　R。di 。。凶

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図
一5 　 25Dec で 乾 燥 し た 基 材 コン ク リ

ー
ト 及 び ポ リ マ

ー
含 浸

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 オ
ー

ト ク レ
ー

プ 養 生 コ ン ク リ
ー

ト の 細 孔 径 分 布

上 の 細 孔 が ポ リ マ ー
に よ って ほ と ん ど 充 て ん さ れ る も の と 考 え ら れ る 。

　 図
一4 に 基 材 コン ク リ

ー
ト 及 び ポ リ マ

ー
含 浸 オ

ー
ト ク レ

ー
プ 養 生 コン ク

1
」
一

ト の 圧 縮 強 度 と 全 細 孔 容 積 の 関 係

を 示 す 。

　 近 藤 、吉 田 は 、通 常 の セ メ ン ト コ ン ク リ
ー

ト 硬 化 体 に お い て も 、多 孔 質 材 料 の 強 度 と 全 細 孔 容 積 の 間 に 成 D 立

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 又 、｝，1anntagnHope 及 び 石 1畸 ら は 、ポ リ マー

含 浸 コ ン ク リ
ー

ト の 圧 縮 強つ K 丑Ullds θll 式 が 適 用 で き る こ と を 、

度 と 弾 糠 数 が そ の 全 冊 L容 積 に 締 す る こ と を 報 告 し て い る 。

4）・5）
本 研 eee、 お い て も 、基 材 。ン ク リ ＿ト 及 び

ポ リ マー含 浸 オ
ート ク レ ープ 養 生 コ ン ク リ ート の 圧 縮 強 度 と 全 細 孔 容 積 の 間 に は 、高 い 租 関 性 が 認 め ら れ h 次 の

よ う な 実 験 式 （
一

般 式 ） で 表 さ れ る 。 図 一4 の 中 に は 、使 用 し た 細 骨 材 別 に 実 験 式 を 示 す 。
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こ こ に 、　σε； 基 材 コ ン ク リ ート 及 び

　 　 　 　 　 　 ポ リ マー含 浸 オ
ー

ト ク

　 　 　 　 　 　 レ
ープ 養 生 コ ン ク リ ー

　　　　　　 ト の 圧 縮 強 度 （励 冊2）

　 　 　 　 p ： 基 材 コ ン ク リ
ー

ト 及 び

　 　 　 　 　 　 ポ リ マー含 浸 オ
ー

ト ク

　 　 　 　 　 　 レ
ープ 養 生 コ ン ク リ

ー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 −2
・ の 全 繝 孔 舗 （x1 ・ 。売 堪

　 　 　 A ，B ： 実 験 定 数

　表
一4 に オ

ート ク レ
ー

プ 養 生 v
’

リ

カ 7 ＝一
ム コン ク リ

ー
ト 及 び ボ リ マ

ー
含 浸 オ ート ク レ

ー
プ 養 生 コン ク リ

ー
ト の 強 度 性 状 を 示 す Q

　 オ ート ク レ
ープ 養 生 シ リ カ 7 ユ
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一

ム コン ク リ

　 ト に ポ リ マ
ー

を 含 浸 す る こ と に よ 0 、各 種 強

度 は 著 し く 改 善 さ れ 、細 骨 材 に 川 砂 を 帽 い た 場 Strength

合 で は 、2500   ／ 
2
以 上 、　細 骨 材 に か 焼 ボ

ー
キ

サ イ ト を 用 い た 場 合 で は 、2600kg ／．2以 上 の 圧

縮 強 度 を 有 す る 超 高 強 度 コン ク リ
ー

ト を 製 造 す る

こ と が 可 能 で あ る 。又 、こ れ は 、他 の 研 究 者 の

成 果 と 比 較 す る と 、イ タ リ ア の A．Ri 。 ら と 同 等

　 　 　 　 　 6）
　 　 　 　 　 　 　 更 に 、本 研 究 に お け る ポ リ マ

ー
の 値 で あ る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Note ｝　Re1 己tive 　v己1ueE 　to 　oempreSSIve 　stvength 　are 　in 　‘　　 ）・
含 浸 オ ート ク レ ープ 蓋 生 コン ク リ ート は 、産 業

副 産 物 で あ る シ リ カ フ ＝一
ム の 使 用 及 び こ の シ リ カ フ ＝一

ム の 使 用 に よ っ て 基 材 コ ン ク リ
ー

ト を 密 実 化 し 、強 度

低 下 さ せ る こ と な く 含 浸 材 最 を 低 減 で き る こ と か ら 、福 地 、大 浜 の ポ リ マ
ー

含 浸 オ
ー

ト ク レ ープ 養 生 コ ン ク リ ー

， に 比 べ て
7
之同 皺 旺 離 艶 有 し な カ・ ら 、単 位 嬾 当 り の 材 料 。 ス 、 を 1叩 。。円 以 上 引 き 下 げ る ． と カ・ で き

る 。

　 4 ．総 　 括

　 才
一

ト ク レ
ー

プ 養 生 シ リ カ フ ；一
ム コ ン ク

1
丿
一

ト へ の ボ
i
， マ

ー
含 浸 の た め の 最 適 乾 燥 温 度 は 、250

°
c で あ る 。

細 骨 材 に 川 砂 を 用 い た オ ート ク レ ープ 養 生 シ リ カ フ ；一ム コ ン ク リ ート に ポ リ マ ーを 含 浸 す る こ と に よ って 、圧

縮 強 度 2500kP ／ e＝2以 上 、細 骨 材 に か 焼 ボ
ー

キ サ イ ト を 用 い た 場 合 で は 、圧 縮 強 度 2600 廟  
2

以 上 の 超 高 強 度 コ ン

ク リ
ー

ト の 製 造 に 成 功 し た 。 こ の 種 の 」ン ク リ
ー

ト の 用 途 と し て は 、 協 械 基 礎 、 薄 肉 構 造 部 材 な ど が 考 え ら れ る。
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